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平成28年7月

     東京ＰＣＢ廃棄物処理事業だより（No.46）

当事業所での平成２8年4月～6月の処理実績は下表のとおりです。

平成28年度のPCB処理施設定期点検を5月16日から６月２2日の間に実施しました。期間中はす
べての設備を停止して様々な検査・点検を行うと共に、施設の安全と安定操業を維持するための改善
工事を行いました。

全国安全週間（7月１日～７日）を迎えて、７月１日にJESCO社

員および運転会社社員による平成28年度安全大会を開催しました。
開催にあたって、JESCO所長により次のように社長メッセージが

代読されました。まず、平成27年の労働災害による死亡者数は厚生
労働省が統計を取り始めて以来初めて１,000人を下回ったことは画
期的な成果である。一方で休業災害を含む労働災害の全体数は十分
な減少傾向とは言えず、安全確保の重要性を再認識して全員で安全
活動の推進と確実な実行に努めることが肝要である。以上の訓示後、
大会の最後に全員で安全コールを唱和して、安全意識の高揚を図り
ました。

PCB処理施設の定期点検を実施しました

東京PCB廃棄物処理施設の運転状況について

平成28年度全国安全週間への取り組み

① 安全大会の開催

◆ 定期点検の安全大会開催
定期点検を無事故・無災害で行うことを目指し、定期点検作業開

始となる５月１６日に安全大会を開催しました。
JESCO社員および運転会社、点検･整備にあたる工事請負会社な

どの関係者が集合して、JESCO所長による安全訓話、工事請負責任
者による安全宣言などで、注意喚起と安全意識の高揚を図りました。

② 安全教育の実施

7月７日・８日の２日間、JESCO社員を対象にJESCO副所長お
よび安全対策課長を講師に安全教育を実施しました。テーマは初日
が「JESCOにおける過去のトラブル事例と教訓」２日目が「PCB
特措法・ストックホルム条約・都区三者協定」についてで、トラブ
ル時の早期対応の再確認と関係法令の理解、更に地域社会との共存
共生について再認識する、有意義な機会になりました。

コンデンサ類

4月～6月
処理台数

操業開始からの
処理台数の累計

29台

151台

3,138台

42,647台

廃棄物の種類

トランス類

③ 安全点検の実施

・７月２日（土）：家庭安全の日（家庭内の安全確認：自主活動）
・７月３日（日）：同上
・７月４日（月）：保護具安全の日（保護具の点検清掃：自主活動）
・７月５日（火）：設備安全の日（設備不備の点検：自主活動）
・７月６日（水）：職場環境整備の日（事務所、控室、倉庫の４Ｓ:自主活動）
・７月７日（木）：職場環境整備の日（現場担当エリアの４Ｓ:自主活動）

＊連結コンデンサは、内部に含まれる台数でカウントしています。

＊低濃度PCB廃棄物については、平成25年6月に処理を完了いたしました。

全国安全週間中の活動として以下の点検を行いました。
安全教育

安全大会 安全コール

定期点検安全大会
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４月から６月までの間に、保管事業者、官
公庁等、２２団体合計185名の方々にお越
しいただきました。

※見学を希望される場合は下記の連絡先ま
でお問い合わせください。

ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理事業検討委員会
東京事業部会を開催しました

熱中症対策セミナーを開催しました

６月２２日、JESCO社員および運転会社社員を対象に熱中症
対策セミナーを開催しました。

熱中症対策は夏場の健康管理には欠かせないもので、社員の
関心も高く、１００名を超える参加を得ての開催となりました。
セミナーでは、①熱中症の現状、②熱中症の予防に関して、③
熱中症のメカニズムの疑似体験、など、体験を交えた講義を行
い、熱中症に関する知識・予防策を習得し理解を深めました。

第１四半期（4月6月）施設見学状況

7月１日、平成２８年度第１回東京事業部会（主査：永田勝也
早稲田大学名誉教授）を開催しました。

部会では、まず、４月６日に発生した水熱分解系統排気トラブ
ルの報告を行いました。これは、No.1水熱分解設備を立ち下げ中
に、水熱分解系統排気ＰＣＢ濃度（オンラインモニタリング値）
が自主管理目標値０．０１ｍｇ／㎥を超える０．１６ｍｇ／㎥を
計測したため、水熱分解設備が停止となったものです。測定点の
後段にある活性炭槽出口での測定の結果、排気口出口のＰＣＢ濃
度は基準値以下であり、外部環境への影響はありませんでした。
トラブルの原因は水熱反応器に接続していた廃粉末活性炭スラリ
の供給配管閉塞であると判明しましたので、定期点検時にスラリ
配管の撤去を行いました。

処理施設紹介ＤＶＤ上映 処理施設見学 情報公開ルーム

省エネルギー活動実施中

熱中症対策セミナー

東京事業部会

JESCOでは、環境保全活動の一環として、平成２8年5月１日から９月３０日の5ヶ月間、省エ
ネルギー対策として、ノーネクタイ、ノー上着の励行や施設内の空調設備の適正管理をして消費エ
ネルギーを抑えています。

４月 ５月 ６月 合計

団体数 ９団体 ４団体 ９団体 ２２団体

見学者数 ３２名 ８５名 ６８名 １８５名

新たな配管については、この委員会において各委員からいただいたご意見を踏まえ十分な対策
を講じたものとして、今後設置する予定としています。

なお、この他に当事業所の平成２７年度処理状況、平成２８年度の長期処理計画等の報告も行

いました。


